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臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の
予
防
効
果
が
あ
る
こ
と
も
示
唆

さ
れ
、
ま
す
ま
す
そ
の
機
能
性
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

日
本
人
の
フ
ル
ー
ツ
摂
取
量
は

世
界
的
に
み
て
も
低
水
準

し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
の
フ
ル
ー
ツ
の
平
均
消

費
量
は
、
世
界
の
中
で
も
低
水
準
で
す
（
図
2
）。

2
0
1
5
年
（
平
成
27
年
）
の
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
の
報
告
は
さ
ら
に
顕
著
で
、
国
民
1
人
あ
た
り
の

フ
ル
ー
ツ
消
費
量
は
1
日
平
均
1
0
8
g
、
特
に
20

代
〜
40
代
で
は
1
日
わ
ず
か
70
g
未
満
に
と
ど
ま
り

ま
す
【
※
1
】。

厚
生
労
働
省
と
農
林
水
産
省
は
、
国
民
の
望
ま
し
い

食
生
活
の
ガ
イ
ド
と
し
て
2
0
0
5
年
に
「
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」
を
作
成
、「
1
人
1
日
2
0
0
g

の
フ
ル
ー
ツ
を
毎
日
欠
か
さ
ず
と
る
こ
と
」
を
推
奨
し

て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
実
態
は
目
標
か
ら
程
遠
い

状
況
に
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

な
ぜ
こ
こ
ま
で
摂
取
量
が
少
な
い
の
か
、
理
由
の
一

つ
と
し
て
い
わ
れ
て
い
る
の
は
日
本
の
食
文
化
で
す
。

江
戸
時
代
、
フ
ル
ー
ツ
は
「
水
菓
子
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。
つ
ま
り
、
食
生
活
の
必
需
品
と
し
て
の
扱
い

で
は
な
く
「
嗜
好
品
」
と
し
て
の
意
識
が
定
着
し
、
今

も
根
付
い
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
ほ
か
に
も
、
最
近

の
調
査
で
は
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
な
い
理
由
と
し
て
「
日

持
ち
が
せ
ず
買
い
置
き
が
で
き
な
い
」、「
食
べ
る
ま
で

に
手
間
が
か
か
る
」、「
値
段
が
高
い
」
と
い
っ
た
点
が

挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
【
※
2
】。

確
か
に
、
そ
う
し
た
事
情
も
わ
か
り
ま
す
が
、
食
品

と
し
て
の
栄
養
的
価
値
を
考
え
る
と
、
フ
ル
ー
ツ
に
は

メ
リ
ッ
ト
が
多
い
の
も
事
実
。
提
供
す
る
側
・
購
入
す

る
側
の
双
方
が
う
ま
く
工
夫
し
て
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
克

服
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

P
D
ラ
イ
フ
で
フ
ル
ー
ツ
を

楽
し
む
と
き
の
ポ
イ
ン
ト

さ
て
、
腎
機
能
が
低
下
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
と
っ

【図2】 1人1日あたりのフルーツの消費量の国際比較
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品
種
改
良
や
栽
培
技
術
の
進
歩
、
流
通
網
の
発
達
の
お
か
げ
で
、
今
や
一
年
を
通
し

て
美
味
し
い
フ
ル
ー
ツ
が
店
頭
に
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

特
に
最
近
は
、
フ
ル
ー
ツ
の
栄
養
的
な
価
値
も
見
直
さ
れ
、
健
康
増
進
を
目
的
と
し

た
積
極
的
な
摂
取
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
、P
D
患
者
さ
ん
の
中
に
は
、カ
リ
ウ
ム
が
気
に
な
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

豊
か
な
P
D
ラ
イ
フ
の
た
め
に
、ぜ
ひ
知
っ
て
お
き
た
い
フ
ル
ー
ツ
の
話
。

み
な
さ
ん
は
、フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
て
い
ま
す
か
？

美
味
し
さ
だ
け
で
は
な
い
、

フ
ル
ー
ツ
の
栄
養
的
な
魅
力

自
然
が
作
っ
た
美
し
い
色
、
甘
い
香
り
、
個
性
あ
ふ

れ
る
爽
や
か
な
甘
み
、
独
特
の
食
感
。
フ
ル
ー
ツ
は
五

感
に
訴
え
る
魅
力
に
あ
ふ
れ
、
私
た
ち
を
豊
か
な
気
持

ち
に
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
は
、
フ
ル
ー
ツ

の
栄
養
的
な
価
値
に
も
注
目
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
多
く
の
フ
ル
ー
ツ
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

や
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
に
は
、
抗
酸
化
作
用
や
体
の

調
子
を
整
え
る
効
果
が
あ
る
こ
と
は
、
ご
存
じ
の
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
（
図
1
）。

昔
は
「
フ
ル
ー
ツ
の
糖
分
が
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の

原
因
に
な
る
」
と
敬
遠
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
こ

れ
は
大
き
な
誤
解
で
し
た
。
む
し
ろ
フ
ル
ー
ツ
の
摂
取

が
生
活
習
慣
病
を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
こ
と
、
フ
ル
ー
ツ

は
血
糖
値
上
昇
の
指
標
で
あ
る
G
I
（
グ
リ
セ
ミ
ッ
ク・

イ
ン
デ
ッ
ク
ス
）
値
が
低
く
、
パ
ン
な
ど
の
デ
ン
プ
ン

食
品
に
比
べ
て
血
糖
値
を
上
げ
に
く
い
こ
と
な
ど
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

加
え
て
最
近
で
は
、
フ
ル
ー
ツ
の
摂
取
は
が
ん
や
心

1
%
ラ
イ
フ
の
よ
い
食
事

フ
ル
ー
ツ
の

あ
る
暮
ら
し

何
を
ど
う

食
べ
る
？

【図1】フルーツに含まれるおもな栄養素と効果
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もも すもも

キウイフルーツ

便秘予防、脂質の吸収を抑制する、
発がん性物質を体外に排出する

食物繊維

アボカド

こんなフルーツに多く含まれます

キウイフルーツ

〈参考〉日本果樹種苗協会, 図説 果物の大図鑑 マイナビ出版: 2016

皮膚や粘膜を正常に保つ、
成長に関わる

ビタミンA

こんなフルーツに多く含まれます

みかん かき びわ
すいか

アボカド
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て
心
配
の
種
と
な
る
の
は
、
フ
ル
ー
ツ
に
含
ま
れ
る
カ

リ
ウ
ム
で
す
。
腹
膜
透
析
患
者
さ
ん
の
場
合
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

日
本
腎
臓
学
会
は
、
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
患
者

さ
ん
の
食
事
療
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
各
栄
養

成
分
の
基
準
値
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
カ
リ

ウ
ム
に
関
し
て
は
、
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
を
認
め
な
い
腹

膜
透
析
患
者
さ
ん
に
は
摂
取
量
の
制
限
は
な
く
、
保
存

期
や
血
液
透
析
の
患
者
さ
ん
と
比
べ
て
も
格
段
に
ゆ
る

や
か
で
す
（
表
1
）。
こ
れ
は
、
腹
膜
透
析
を
す
る
こ

と
で
、
血
液
中
の
カ
リ
ウ
ム
が
透
析
液
へ
移
行
し
、
除

去
さ
れ
る
た
め
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
腹
膜
透
析
患
者
さ
ん
で
血
清
カ
リ
ウ

ム
値
に
問
題
が
な
い
人
は
、
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
る
際
も

そ
れ
ほ
ど
カ
リ
ウ
ム
を
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
フ
ル
ー

ツ
2
0
0
g
／
日
を
目
安
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
（
表
2
）。

ま
た
、
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
を
認
め
る
腹
膜
透
析
患
者

さ
ん
は
、
事
前
に
医
師
や
管
理
栄
養
士
に
相
談
し
、
自

分
に
合
っ
た
摂
取
可
能
な
適
正
量
を
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
腹
膜
透
析
の
特
徴
と
し
て
は
、
体
に
必

要
な
ビ
タ
ミ
ン
B
群
や
ビ
タ
ミ
ン
C
な
ど
の
水
溶
性

ビ
タ
ミ
ン
も
、
カ
リ
ウ
ム
と
同
様
に
、
透
析
液
へ
移
行

し
除
去
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
補
う
た
め
、
適

正
な
フ
ル
ー
ツ
の
摂
取
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。た

だ
し
、
フ
ル
ー
ツ
は
、
重
量
全
体
の
80
〜
90
％
が

水
分
で
占
め
ら
れ
ま
す
【
※
3
】。
過
剰
摂
取
に
よ
る

水
分
の
摂
り
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
意
識
し
て
お
い

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
バ
ラ
ン
ス
」
を
と
っ
て

P
D
ラ
イ
フ
を

よ
り
健
康
的
に
楽
し
く
！

P
D
ラ
イ
フ
で
大
切
な
の
は
「
バ
ラ
ン
ス
」
で
す
。

透
析
・
服
薬
・
食
事
に
よ
る
「
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス
」、

そ
し
て
食
事
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
適
切
に
摂
取

す
る
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」
で
す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の

中
に
、
フ
ル
ー
ツ
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
、
よ
り
健
康

的
で
楽
し
い
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

フルーツ

確かにフルーツを朝食べることで、寝ている間に
失われた体内のブドウ糖を効率よく補給できま
すが、フルーツの栄養価は時間帯によって変わ
るわけではなく、とりわけ朝食べた方がよいとい
うことはありません。朝食、昼食、夕食、間食の、
どのタイミングで摂ってもよいでしょう。
ただし、糖尿病腎症の患者さんの場合は、医師
や管理栄養士と相談するとよいと思います。

＜参考資料＞
・女子栄養大学出版部, 栄養と料理 81(12): 2015
・日本果汁協会, 果汁協会報 658(6): 2013
・日本糖尿病学会, 糖尿病腎症の食品交換表 第3版: 2016

フルーツは朝に食べた方が
よいのですか？

Q&A
Q.1

フルーツの疑問や不安を解決！

ジュースは保存性が高く、フルーツそのものを摂
取するよりも手軽です。また、100％フルーツ
ジュースであれば、製造段階ではほとんど添加
物を必要とせず、保存料の使用も認められてい
ないことが多いようです。（ただし、りんごジュース
などは変色防止のためにビタミンCを添加する場
合があります。）生のフルーツを摂取しにくい人に
とっては、方法の一つになるでしょう。
ただし、搾汁の過程で食物繊維が除去されてい
る点はご留意ください。

フルーツジュースで代用し
てもいいですか？Q.2

1ページで述べたように、フルーツはデンプン食品
に比べて、血糖値を上げにくい食品であることが
わかっています。日本糖尿病学会では、糖尿病腎
症の患者さんに対して、「ビタミンの補給に大切」
として、1日1単位（80kcal分の量）程度のフルーツ
の摂取をすすめています。ただし、糖尿病腎症の
うち透析中の患者さんの場合は、1日1単位を参
考にしつつ、医師や管理栄養士の指導のもとで
摂取量を考えます。
ドライフルーツや缶詰は、生のフルーツに比べて
ビタミンCの含有量が少なく、また、缶詰には砂糖
が多く含まれています。そのため、「糖尿病腎症の
交換表」では、これらの食品はエネルギー調整食
品として取り扱われており、摂りすぎに注意が必
要となります。ただし、カリウム制限のある患者さ
んは、生よりも缶詰を推奨する場合もあります。
フルーツをいつどのようにとるかは、患者さんの状
態により異なるため、医師や管理栄養士に相談
しましょう。

糖尿病を合併しています
が、フルーツを食べてもよ
いですか？

Q.3

【※1】厚生労働省平成27年国民健康・栄養調査報告
【※2】果物普及啓発協議会, くだものの消費に関するア
ンケート調査報告書: 2010
【※3】伊藤三郎, 果実の機能と科学, 朝倉書店: 2011
〈参考資料〉
・田中敬一ほか, 科学的データでわかる 果物の新常識,
誠文堂新光社: 2016
・杉浦実, 今月の農業 2月号: 63, 2009
・杉浦実, 今月の農業 3月号: 92, 2009
・吉澤富美子, 文化学園長野専門学校 研究紀要 5:
17, 2013
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て
心
配
の
種
と
な
る
の
は
、
フ
ル
ー
ツ
に
含
ま
れ
る
カ

リ
ウ
ム
で
す
。
腹
膜
透
析
患
者
さ
ん
の
場
合
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

日
本
腎
臓
学
会
は
、
慢
性
腎
臓
病
（
C
K
D
）
患
者

さ
ん
の
食
事
療
法
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
し
て
、
各
栄
養

成
分
の
基
準
値
を
定
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
カ
リ

ウ
ム
に
関
し
て
は
、
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
を
認
め
な
い
腹

膜
透
析
患
者
さ
ん
に
は
摂
取
量
の
制
限
は
な
く
、
保
存

期
や
血
液
透
析
の
患
者
さ
ん
と
比
べ
て
も
格
段
に
ゆ
る

や
か
で
す
（
表
1
）。
こ
れ
は
、
腹
膜
透
析
を
す
る
こ

と
で
、
血
液
中
の
カ
リ
ウ
ム
が
透
析
液
へ
移
行
し
、
除

去
さ
れ
る
た
め
で
す
。

し
た
が
っ
て
、
腹
膜
透
析
患
者
さ
ん
で
血
清
カ
リ
ウ

ム
値
に
問
題
が
な
い
人
は
、
フ
ル
ー
ツ
を
食
べ
る
際
も

そ
れ
ほ
ど
カ
リ
ウ
ム
を
心
配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
一
般
的
に
推
奨
さ
れ
て
い
る
フ
ル
ー

ツ
2
0
0
g
／
日
を
目
安
に
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
（
表
2
）。

ま
た
、
高
カ
リ
ウ
ム
血
症
を
認
め
る
腹
膜
透
析
患
者

さ
ん
は
、
事
前
に
医
師
や
管
理
栄
養
士
に
相
談
し
、
自

分
に
合
っ
た
摂
取
可
能
な
適
正
量
を
把
握
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
腹
膜
透
析
の
特
徴
と
し
て
は
、
体
に
必

要
な
ビ
タ
ミ
ン
B
群
や
ビ
タ
ミ
ン
C
な
ど
の
水
溶
性

ビ
タ
ミ
ン
も
、
カ
リ
ウ
ム
と
同
様
に
、
透
析
液
へ
移
行

し
除
去
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
を
補
う
た
め
、
適

正
な
フ
ル
ー
ツ
の
摂
取
が
必
要
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。た

だ
し
、
フ
ル
ー
ツ
は
、
重
量
全
体
の
80
〜
90
％
が

水
分
で
占
め
ら
れ
ま
す
【
※
3
】。
過
剰
摂
取
に
よ
る

水
分
の
摂
り
す
ぎ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
意
識
し
て
お
い

た
方
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
バ
ラ
ン
ス
」
を
と
っ
て

P
D
ラ
イ
フ
を

よ
り
健
康
的
に
楽
し
く
！

P
D
ラ
イ
フ
で
大
切
な
の
は
「
バ
ラ
ン
ス
」
で
す
。

透
析
・
服
薬
・
食
事
に
よ
る
「
総
合
的
な
バ
ラ
ン
ス
」、

そ
し
て
食
事
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
適
切
に
摂
取

す
る
「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
」
で
す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
の

中
に
、
フ
ル
ー
ツ
を
う
ま
く
取
り
入
れ
て
、
よ
り
健
康

的
で
楽
し
い
生
活
を
送
り
た
い
も
の
で
す
ね
。

フルーツ

確かにフルーツを朝食べることで、寝ている間に
失われた体内のブドウ糖を効率よく補給できま
すが、フルーツの栄養価は時間帯によって変わ
るわけではなく、とりわけ朝食べた方がよいとい
うことはありません。朝食、昼食、夕食、間食の、
どのタイミングで摂ってもよいでしょう。
ただし、糖尿病腎症の患者さんの場合は、医師
や管理栄養士と相談するとよいと思います。

＜参考資料＞
・女子栄養大学出版部, 栄養と料理 81(12): 2015
・日本果汁協会, 果汁協会報 658(6): 2013
・日本糖尿病学会, 糖尿病腎症の食品交換表 第3版: 2016

フルーツは朝に食べた方が
よいのですか？

Q&A
Q.1

フルーツの疑問や不安を解決！

ジュースは保存性が高く、フルーツそのものを摂
取するよりも手軽です。また、100％フルーツ
ジュースであれば、製造段階ではほとんど添加
物を必要とせず、保存料の使用も認められてい
ないことが多いようです。（ただし、りんごジュース
などは変色防止のためにビタミンCを添加する場
合があります。）生のフルーツを摂取しにくい人に
とっては、方法の一つになるでしょう。
ただし、搾汁の過程で食物繊維が除去されてい
る点はご留意ください。

フルーツジュースで代用し
てもいいですか？Q.2

1ページで述べたように、フルーツはデンプン食品
に比べて、血糖値を上げにくい食品であることが
わかっています。日本糖尿病学会では、糖尿病腎
症の患者さんに対して、「ビタミンの補給に大切」
として、1日1単位（80kcal分の量）程度のフルーツ
の摂取をすすめています。ただし、糖尿病腎症の
うち透析中の患者さんの場合は、1日1単位を参
考にしつつ、医師や管理栄養士の指導のもとで
摂取量を考えます。
ドライフルーツや缶詰は、生のフルーツに比べて
ビタミンCの含有量が少なく、また、缶詰には砂糖
が多く含まれています。そのため、「糖尿病腎症の
交換表」では、これらの食品はエネルギー調整食
品として取り扱われており、摂りすぎに注意が必
要となります。ただし、カリウム制限のある患者さ
んは、生よりも缶詰を推奨する場合もあります。
フルーツをいつどのようにとるかは、患者さんの状
態により異なるため、医師や管理栄養士に相談
しましょう。

糖尿病を合併しています
が、フルーツを食べてもよ
いですか？

Q.3

【※1】厚生労働省平成27年国民健康・栄養調査報告
【※2】果物普及啓発協議会, くだものの消費に関するア
ンケート調査報告書: 2010
【※3】伊藤三郎, 果実の機能と科学, 朝倉書店: 2011
〈参考資料〉
・田中敬一ほか, 科学的データでわかる 果物の新常識,
誠文堂新光社: 2016
・杉浦実, 今月の農業 2月号: 63, 2009
・杉浦実, 今月の農業 3月号: 92, 2009
・吉澤富美子, 文化学園長野専門学校 研究紀要 5:
17, 2013
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エネルギー
37 kcal

たんぱく質
0.6 g

カリウム
120 mg

リン
8 mg
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10 mg
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300 mg 水分
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エネルギー
40 kcal

たんぱく質
0.6 g

カリウム
180 mg

リン
18 mg

ビタミンC
8 mg

食物繊維
1,300 mg
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エネルギー
43 kcal

たんぱく質
0.3 g

カリウム
140 mg

リン
11 mg

ビタミンC
3 mg

食物繊維
900 mg
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たんぱく質
0.4 g
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15 mg
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※2 デラウェアなどの小粒系は2房、巨峰などの大粒系は1/2房

Ռ෺ͷ Δ͋৯ੜ׆ਪਐશٞڠࠃձ
ຖ೔Ռ෺���άϥϜӡಈࢦ਑	�గ൛




06 VIVIDNo.81

フルーツを使った

ಲϞϞബ੾Γ೑ ....̓〜̔ຕʢ໿̍̒ ̶̌ ʣ
ে༉...................................খ͞͡ ̍
ίγϣ΢...................................গʑ

ย܀ค ....................................େ͞͡ ̍
ԫ౧ʢ٧؈ʣ.............................̍̌ ̶̌
......................Ͷ͗ۄ �̍̏ ʢ໿̒̑ݸ ʣ̶
ύϓϦΧϐʔϚϯʢ੺ʣ���̍ �̎ ʢ໿̒̌ݸ ʣ̶
ϐʔϚϯ.......................................̍ݸ
αϥμ༉ ............................େ͞͡ �̍̎
ਫ........................................େ͞͡ ̎
ਣ..............................େ͞͡ ɾ̍̍ �̏
ে༉ ....................................খ͞͡ ̎
࠭౶ ....................................খ͞͡ ̎

ྉʢ�ਓ෼ʣࡐ

Γํ࡞
1.豚肉は５～６㎝幅に切ってＡを揉み
込み、８等分してふんわりと丸め、片栗
粉をまぶして耐熱皿にのせ、ラップを
かけて電子レンジ（５００ｗ）で２分程加
熱する。
2.黄桃は缶汁をきり、玉ねぎ、パプリ
カピーマン、ピーマンと共に大きさを
そろえて一口大に切る。
3.フライパンにサラダ油をあたため、
玉ねぎを炒める。周りが透き通ってき
たらパプリカピーマン、ピーマンを加え
て炒め合わせ、1を加えて軽く炒め合
わせる。
4.3に黄桃、Bを加えて火を強め、トロ
ミがつくまで混ぜながら炒める。

黄桃の酢豚風炒め

ラム肉の洋風照り焼き
～パイナップルミントソース～

黄桃にはビタミンＣや食物繊維が多く、
整腸作用が期待できます。夏バテにも有効な

ビタミンＢ１が豊富な豚肉や、疲れのもととなる乳酸を
取り除く効果が期待できる酢を使った、

夏にオススメのメニューです。

ラム肉には脂肪を効果的にエネルギーに
変える効果のあるカルニチンという成分が含まれ、
夏バテ予防にもオススメなスタミナ食材です。

食物繊維の豊富なパイナップルの
ソースと合わせて…

いつもの食事にひと

ӫཆ੒෼දʢ̍ਓ͋ Γͨʣ

エネルギー
277 kcal

たんぱく質
18 g

カリウム
498 mg

リン
202 mg

ビタミンC
67 mg

塩分
1.4 g

ӫཆ੒෼දʢ̍ਓ͋ Γͨʣ

エネルギー
331 kcal

たんぱく質
18 g

カリウム
365 mg

リン
132 mg

ビタミンC
4 mg

塩分
1.4 g
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Γํ࡞
1.ラム肉は筋切りをしてＡをふる。
2.パイナップルは缶汁をきって１㎝角にき
ざみ、フライパンに入れてＢを加える。軽く
煮詰めてボウルにあけ、粗熱をとってから
ミントを加え混ぜる。
3.1に薄く小麦粉をはたき、フライパンに
オリーブオイルをあたためて両面香ばしく
焼き、Ｃを加えて汁気がほぼなくなるまで
混ぜ味を絡めながら焼く。
4.3を器に盛り、2をかける。
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05

レシピ・料理／ナカムラ チズコ（フードコーディネーター・料理研究家）
栄養指導／朝倉洋平先生（管理栄養士） 撮影／巢山サトル

カリウムの量が気になるフルーツですが、缶詰ならば摂取量をう
まく抑えることができます。いつもと趣向を変えて食事に取り入
れると、デザートとはまた違った豊かな味わいが楽しめます。

メニューで

洋梨のサラダ
洋梨（缶詰）..........................１００ｇ
モッツァレラチーズ................１００ｇ
生ハム ....................................３０g
バジル（フレッシュ）.......１本分（約２ｇ）
塩........................................少々
粗挽きブラックペッパー ......少々
オリーブオイル ...............大さじ１

材料（2人分）

A

作り方
1.洋梨は缶汁をきって食べやすい大
きさに切る。
2.モッツァレラチーズは水気をおさ
えて一口大にさく。生ハムは食べや
すい大きさに切る。
3.器に1と2を盛り、バジルの葉をち
ぎりながら散らす。
4.3にＡをかける。

鶏肉のソテー
～マンゴーチリソース～

爽やかな味わいの洋梨の缶詰を、
モッツァレラチーズ、生ハムと合わせて、

ボリュームのあるサラダに！
フレッシュバジルの香りも加わり、夏にピッタリです。

人気のトロピカルフルーツ「マンゴー」には
ビタミンＡやβカロチン、葉酸が多く含まれています。
アクセントにピリッと辛いチリパウダーを！食欲増進や

血流を良くする効果が期待できます。

工夫！

栄養成分表（１人あたり）

エネルギー
273 kcal

たんぱく質
13 g

カリウム
112 mg

リン
163 mg

ビタミンC
3 mg

塩分
0.8 g

栄養成分表（１人あたり）

エネルギー
250 kcal

たんぱく質
28 g

カリウム
537 mg

リン
272 mg

ビタミンC
12 mg

塩分
1.4 g

鶏むね肉（皮なし）...大１枚（約２４０ｇ）
塩..................................小さじ１/４
コショウ...................................少々

オリーブオイル.........................小さじ１
白ワイン........................大さじ１・１/２
マンゴー（缶詰）..................................８０ｇ
オリーブオイル ...................大さじ１
チリパウダー .................小さじ１/４
塩..................................小さじ１/４
コショウ...................................少々

チリパウダー ................................少々
＜添え物＞
ベビーリーフなど ..........................適量

材料（2人分）

B

作り方
1.鶏肉にＡをふる。フライパンにオリーブオイルを
あたためて鶏肉を入れ、弱めの中火で２分程焼く。
裏返して白ワインを加え、フタをして弱火で５～６
分程じっくり焼く。取り出してアルミホイルで包み、
５分程おく。
2.マンゴーは汁気をきってミキサーに入れ、Bを
加えてなめらかになるまで混ぜ合わせる。1でア
ルミホイルの中に溜まった肉汁も加え混ぜる。
3.鶏肉をそぎ切りにして器に盛り、2をかける。お
好みでチリパウダーをふる。
※鶏肉は厚さや大きさによって焼き時間を調節し
て下さい。
※オリーブオイルの代わりにココナッツオイルを
使っても美味しいです。

A

※写真はすべて１人分です
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ྉʢ�ਓ෼ʣࡐ

Γํ࡞
1.豚肉は５～６㎝幅に切ってＡを揉み
込み、８等分してふんわりと丸め、片栗
粉をまぶして耐熱皿にのせ、ラップを
かけて電子レンジ（５００ｗ）で２分程加
熱する。
2.黄桃は缶汁をきり、玉ねぎ、パプリ
カピーマン、ピーマンと共に大きさを
そろえて一口大に切る。
3.フライパンにサラダ油をあたため、
玉ねぎを炒める。周りが透き通ってき
たらパプリカピーマン、ピーマンを加え
て炒め合わせ、1を加えて軽く炒め合
わせる。
4.3に黄桃、Bを加えて火を強め、トロ
ミがつくまで混ぜながら炒める。

黄桃の酢豚風炒め

ラム肉の洋風照り焼き
～パイナップルミントソース～

黄桃にはビタミンＣや食物繊維が多く、
整腸作用が期待できます。夏バテにも有効な

ビタミンＢ１が豊富な豚肉や、疲れのもととなる乳酸を
取り除く効果が期待できる酢を使った、

夏にオススメのメニューです。

ラム肉には脂肪を効果的にエネルギーに
変える効果のあるカルニチンという成分が含まれ、
夏バテ予防にもオススメなスタミナ食材です。

食物繊維の豊富なパイナップルの
ソースと合わせて…

いつもの食事にひと

ӫཆ੒෼දʢ̍ਓ͋ Γͨʣ

エネルギー
277 kcal

たんぱく質
18 g

カリウム
498 mg

リン
202 mg

ビタミンC
67 mg

塩分
1.4 g

ӫཆ੒෼දʢ̍ਓ͋ Γͨʣ

エネルギー
331 kcal

たんぱく質
18 g

カリウム
365 mg

リン
132 mg

ビタミンC
4 mg

塩分
1.4 g
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Γํ࡞
1.ラム肉は筋切りをしてＡをふる。
2.パイナップルは缶汁をきって１㎝角にき
ざみ、フライパンに入れてＢを加える。軽く
煮詰めてボウルにあけ、粗熱をとってから
ミントを加え混ぜる。
3.1に薄く小麦粉をはたき、フライパンに
オリーブオイルをあたためて両面香ばしく
焼き、Ｃを加えて汁気がほぼなくなるまで
混ぜ味を絡めながら焼く。
4.3を器に盛り、2をかける。
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レシピ・料理／ナカムラ チズコ（フードコーディネーター・料理研究家）
栄養指導／朝倉洋平先生（管理栄養士） 撮影／巢山サトル

カリウムの量が気になるフルーツですが、缶詰ならば摂取量をう
まく抑えることができます。いつもと趣向を変えて食事に取り入
れると、デザートとはまた違った豊かな味わいが楽しめます。

メニューで

洋梨のサラダ
洋梨（缶詰）..........................１００ｇ
モッツァレラチーズ................１００ｇ
生ハム ....................................３０g
バジル（フレッシュ）.......１本分（約２ｇ）
塩........................................少々
粗挽きブラックペッパー ......少々
オリーブオイル ...............大さじ１

材料（2人分）

A

作り方
1.洋梨は缶汁をきって食べやすい大
きさに切る。
2.モッツァレラチーズは水気をおさ
えて一口大にさく。生ハムは食べや
すい大きさに切る。
3.器に1と2を盛り、バジルの葉をち
ぎりながら散らす。
4.3にＡをかける。

鶏肉のソテー
～マンゴーチリソース～

爽やかな味わいの洋梨の缶詰を、
モッツァレラチーズ、生ハムと合わせて、

ボリュームのあるサラダに！
フレッシュバジルの香りも加わり、夏にピッタリです。

人気のトロピカルフルーツ「マンゴー」には
ビタミンＡやβカロチン、葉酸が多く含まれています。
アクセントにピリッと辛いチリパウダーを！食欲増進や

血流を良くする効果が期待できます。

工夫！

栄養成分表（１人あたり）

エネルギー
273 kcal

たんぱく質
13 g

カリウム
112 mg

リン
163 mg

ビタミンC
3 mg

塩分
0.8 g

栄養成分表（１人あたり）

エネルギー
250 kcal

たんぱく質
28 g

カリウム
537 mg

リン
272 mg

ビタミンC
12 mg

塩分
1.4 g

鶏むね肉（皮なし）...大１枚（約２４０ｇ）
塩..................................小さじ１/４
コショウ...................................少々

オリーブオイル.........................小さじ１
白ワイン........................大さじ１・１/２
マンゴー（缶詰）..................................８０ｇ
オリーブオイル ...................大さじ１
チリパウダー .................小さじ１/４
塩..................................小さじ１/４
コショウ...................................少々

チリパウダー ................................少々
＜添え物＞
ベビーリーフなど ..........................適量

材料（2人分）

B

作り方
1.鶏肉にＡをふる。フライパンにオリーブオイルを
あたためて鶏肉を入れ、弱めの中火で２分程焼く。
裏返して白ワインを加え、フタをして弱火で５～６
分程じっくり焼く。取り出してアルミホイルで包み、
５分程おく。
2.マンゴーは汁気をきってミキサーに入れ、Bを
加えてなめらかになるまで混ぜ合わせる。1でア
ルミホイルの中に溜まった肉汁も加え混ぜる。
3.鶏肉をそぎ切りにして器に盛り、2をかける。お
好みでチリパウダーをふる。
※鶏肉は厚さや大きさによって焼き時間を調節し
て下さい。
※オリーブオイルの代わりにココナッツオイルを
使っても美味しいです。

A

※写真はすべて１人分です
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切
れ
目
の
な
い
連
携
と
、

キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
存
在

－森
先
生
は
、
前
職
の
東
北
大
学
で
P
D
治
療
の

推
進
に
努
め
ら
れ
、
今
回
、
腎
臓
内
分
泌
内
科
の

設
立
に
伴
い
こ
ち
ら
へ
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

時
、
P
D
治
療
に
関
わ
っ
て
い
た
他
の
医
師
に
加

え
、
患
者
さ
ん
も
一
緒
に
移
ら
れ
た
そ
う
で
す
ね
。

森
先
生

当
時
50
名
ほ
ど
い
た
P
D
患
者
さ
ん

の
ほ
と
ん
ど
が
移
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
医
療

者
と
患
者
さ
ん
と
の
繋
が
り
が
強
い
P
D
の
治

療
特
性
も
影
響
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
現
在
は
、

超
高
齢
患
者
さ
ん
も
含
め
た
P
D
新
規
導
入
が

さ
ら
に
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。

－

50
名
の
患
者
さ
ん
を
一
度
に
受
け
入
れ
た
の
で

す
ね
。
さ
ら
に
超
高
齢
者
の
新
規
導
入
と
な
る
と
、

支
援
体
制
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
ね
。

森
先
生

ま
さ
に
地
域
ぐ
る
み
で
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ん
は
、
透
析
患
者
さ
ん
で
あ
る
前

に
一
人
の
高
齢
者
で
す
か
ら
、
い
か
に
普
段
の
生

活
を
ス
ム
ー
ズ
に
過
ご
せ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
外
来
、
病
棟
、
医

療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど

の
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、
院
外
の
訪
問
看
護
師

や
在
宅
医
と
も
積
極
的
に
協
力
し
な
が
ら
、
患
者

さ
ん
の
生
活
の
質
が
少
し
で
も
向
上
す
る
よ
う
、

日
々
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

－「
地
域
連
携
を
生
か
し
た
ト
ー
タ
ル
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
ケ
ア
事
業
」（
次
ペ
ー
ジ
図
）
を
見
る
と
、

関
わ
る
人
の
多
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
す
。

院
内
の
連
携
だ
け
で
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

森
先
生

全
員
が
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
難
し
い
の

で
、
主
に
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
が
つ
な

ぎ
役
・
ま
と
め
役
と
な
っ
て
動
い
て
く
れ
て
い
ま

す
。
各
所
で
行
わ
れ
る
小
規
模
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
、

外
来
・
病
棟
の
現
場
に
顔
を
出
し
、
個
別
に
情
報

を
聞
き
回
り
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
者
に
伝
え
て

く
れ
て
い
ま
す
ね
。

石
山
さ
ん
（
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー
看
護
師
）
医

療
連
携
セ
ン
タ
ー
に
は
、
看
護
師
3
名
と
相
談
員

7
名
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
介
護
力
に

問
題
が
あ
る
患
者
さ
ん
で
あ
れ
ば
、
P
D
導
入
を

決
め
た
段
階
か
ら
、
私
た
ち
も
一
緒
に
関
わ
り
ま

す
。
治
療
だ
け
で
な
く
生
活
全
般
に
つ
い
て
、
他

の
看
護
師
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
情
報
を
集
め
、
退
院

後
も
P
D
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

佐
川
さ
ん
（
看
護
科
長
）
石
山
さ
ん
は
毎
日
の

よ
う
に
病
棟
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
の
で
、
病
棟

の
情
報
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

中
村
さ
ん
（
病
棟
看
護
師
）
患
者
さ
ん
の
背
景

や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
家
族
の
情
報
も
事
前
に

く
れ
る
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
指
導
が
し

や
す
い
で
す
。

衣
笠
先
生

看
護
師
が
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
な
く

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
情
報
が
う
ま
く
石
山
さ

ん
に
集
約
さ
れ
、
共
有
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
ね
。

石
山
さ
ん

患
者
さ
ん
が
退
院
し
、
外
来
通
院
が

始
ま
っ
た
後
も
、
生
活
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
１

〜
２
カ
月
間
は
、
病
棟
看
護
師
や
外
来
看
護
師
、

訪
問
看
護
師
と
密
に
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

切
れ
目
の
な
い
連
携
に
努
め
て
い
ま
す
。

－石
山
さ
ん
を
中
心
と
し
た
切
れ
目
の
な
い
連
携
。

患
者
さ
ん
も
見
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
が
あ
る
で

し
ょ
う
ね
。

患
者
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
考
え
る

姿
勢
が
、
信
頼
を
生
む

－

ほ
か
に
、
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
で
工
夫
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

菊
地
さ
ん
（
外
来
看
護
師
）
当
院
で
は
24
時
間

体
制
で
電
話
対
応
を
し
て
い
ま
す
が
、
体
重
増
加

や
む
く
み
に
関
す
る
こ
と
、
出
口
部
の
ト
ラ
ブ
ル
、

除
水
量
の
変
化
な
ど
の
相
談
を
い
た
だ
く
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
積
極
的
に
連
絡
を
く
だ

さ
る
お
か
げ
で
、
早
期
の
対
処
が
で
き
て
い
ま
す
。

室
谷
先
生

問
い
合
わ
せ
先
が
た
だ
用
意
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
科
全
体
と
し
て
、
患
者
さ

ん
が
電
話
を
し
や
す
い
空
気
が
作
ら
れ
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。

－

患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
し
っ
か
り
と
築
か

れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

森
先
生

ま
た
、
体
重
変
動
の
大
き
い
方
や
管
理

が
難
し
い
患
者
さ
ん
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら
電
話
を

入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
介
入
す

る
こ
と
で
状
態
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

菊
地
さ
ん

た
だ
、
設
立
当
初
は
私
た
ち
も
P
D

の
「
初
心
者
」
で
し
た
。
む
し
ろ
患
者
さ
ん
の
方

が
「
先
生
」
で
、
管
理
の
コ
ツ
な
ど
、
特
に
実
践

的
な
部
分
を
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
な
ん
だ
看
護
師
さ
ん
、
腹
膜
透
析
見
た
こ
と
な
い

の
か
、
見
せ
て
け
っ
ぞ
」
と
出
口
部
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
り
、「
こ
こ
留
め
る
と
あ
ま
り
動
か
ね
ぇ
ぞ
」

と
テ
ー
プ
の
貼
り
方
を
教
わ
っ
た
り
。
そ
う
や
っ

て
得
た
知
識
を
、
今
度
は
他
の
患
者
さ
ん
の
指
導

に
活
か
す
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

松
浦
さ
ん
（
外
来
看
護
師
）
今
も
患
者
さ
ん
か

ら
教
わ
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
個
性
的
な
方

も
多
く
、
日
々
、
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
な
が
ら

勉
強
し
て
い
る
状
態
で
す
ね
。

－服
薬
や
食
事
で
の
関
わ
り
は
い
か
が
で
す
か
。

宍
戸
さ
ん
（
薬
剤
師
）
高
齢
患
者
さ
ん
は
飲
ん

で
い
る
薬
の
数
も
多
い
の
で
、
病
室
を
訪
ね
て
薬

の
説
明
を
し
た
り
、
作
用
や
副
作
用
の
確
認
な
ど

森 建文 先生（教授）
地域連携の実現には、情報提供やデ
バイスの開発といったメーカーの協力
も 欠 か せませ ん。JMSの「ZERO
SYSTEM®」は、介護にも適した製品
だと思います。

石山 典子 さん（医療連携センター看護師）
患者さんだけでなくご家族もハッピー
になれるよう、地域全体で支え合える
方法を模索していきたいです。

衣笠 哲史 先生（講師）
実はPDは、「たくさんの人の関わりが
必要な医療」。連携次第で、得られる
効果は何倍にもなると感じています。

佐川 みゆきさん（看護科長）
技術的なことだけでなく、患者さんの
生活や人生にも配慮した指導をしてい
きたいと思います。

07

思
い
や
り
が
作
り
上
げ
た
、

「
奇
跡
」
の
地
域
連
携

超高齢社会の到来、政府の在宅医療推進を背景に、近年、PDの役割が見直されて
います。ただ、地域連携の体制構築には現実的な課題も多く、各地で手探りの状態
が続いています。そのような中、2016年4月、東北医科薬科大学病院に腎臓内分泌
内科が設立、森教授を中心としたPD治療のトータルコミュニティーケア事業が進めら
れています。
未経験のスタッフがほとんどの中、わずか1年数カ月で高齢者PDの地域連携を軌道
に乗せた圧倒的なチーム力とは？ 「奇跡の連携」の実態に迫りました。

高
齢
者
P
D
と
向
き
合
う

〒983-8512
宮城県仙台市宮城野区福室 1-12-1
TEL. 022-259-1221

東北医科薬科大学病院
腎臓内分泌内科

HOSPITAL
REPORT

73

HOSPITAL DATA

病院１階のカフェスペース。

連携のとれたチーム。一体感と団結力が感じられる。

外来診察室は明るく柔らかい雰囲気。
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切
れ
目
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携
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キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
存
在

－森
先
生
は
、
前
職
の
東
北
大
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の
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進
に
努
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、
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、
腎
臓
内
分
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こ
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へ
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。
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、
P
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に
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た
他
の
医
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に
加

え
、
患
者
さ
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も
一
緒
に
移
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た
そ
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で
す
ね
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先
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当
時
50
名
ほ
ど
い
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P
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ど
が
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だ
さ
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ま
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た
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と
の
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P
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の
治
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も
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と
思
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ま
す
。
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超
高
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患
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も
含
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た
P
D
新
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導
入
が
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に
増
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い
る
状
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で
す
。

－

50
名
の
患
者
さ
ん
を
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に
受
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入
れ
た
の
で
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ね
。
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に
超
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者
の
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導
入
と
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る
と
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支
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制
が
必
要
に
な
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で
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森
先
生

ま
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に
地
域
ぐ
る
み
で
な
い
と
で
き
ま

せ
ん
。
患
者
さ
ん
は
、
透
析
患
者
さ
ん
で
あ
る
前

に
一
人
の
高
齢
者
で
す
か
ら
、
い
か
に
普
段
の
生

活
を
ス
ム
ー
ズ
に
過
ご
せ
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
外
来
、
病
棟
、
医

療
連
携
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
な
ど

の
ス
タ
ッ
フ
は
も
ち
ろ
ん
、
院
外
の
訪
問
看
護
師

や
在
宅
医
と
も
積
極
的
に
協
力
し
な
が
ら
、
患
者

さ
ん
の
生
活
の
質
が
少
し
で
も
向
上
す
る
よ
う
、

日
々
み
ん
な
で
知
恵
を
絞
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て
い
る
状
態
で
す
。

－「
地
域
連
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を
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か
し
た
ト
ー
タ
ル
コ
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ュ
ニ

テ
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ケ
ア
事
業
」（
次
ペ
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ジ
図
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を
見
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と
、

関
わ
る
人
の
多
さ
を
あ
ら
た
め
て
実
感
し
ま
す
。

院
内
の
連
携
だ
け
で
も
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、

ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。

森
先
生

全
員
が
顔
を
合
わ
せ
る
の
は
難
し
い
の

で
、
主
に
医
療
連
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セ
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ー
の
看
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が
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な
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役
・
ま
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め
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と
な
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て
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い
ま

す
。
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で
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る
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グ
や
、

外
来
・
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の
現
場
に
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出
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、
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に
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を
聞
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回
り
、
必
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に
応
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て
関
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に
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て

く
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い
ま
す
ね
。
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連
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セ
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看
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）
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連
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に
は
、
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3
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と
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7
名
が
在
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ま
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ば
、
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に
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が
あ
る
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さ
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で
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ば
、
P
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、
私
た
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に
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り
ま

す
。
治
療
だ
け
で
な
く
生
活
全
般
に
つ
い
て
、
他

の
看
護
師
や
ス
タ
ッ
フ
か
ら
情
報
を
集
め
、
退
院

後
も
P
D
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
に
計
画

を
立
て
て
い
ま
す
。

佐
川
さ
ん
（
看
護
科
長
）
石
山
さ
ん
は
毎
日
の

よ
う
に
病
棟
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
の
で
、
病
棟

の
情
報
も
タ
イ
ム
リ
ー
に
伝
わ
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

中
村
さ
ん
（
病
棟
看
護
師
）
患
者
さ
ん
の
背
景

や
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
家
族
の
情
報
も
事
前
に

く
れ
る
の
で
、
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え
た
指
導
が
し

や
す
い
で
す
。

衣
笠
先
生

看
護
師
が
互
い
に
顔
を
合
わ
せ
な
く

て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
情
報
が
う
ま
く
石
山
さ

ん
に
集
約
さ
れ
、
共
有
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
ね
。

石
山
さ
ん

患
者
さ
ん
が
退
院
し
、
外
来
通
院
が

始
ま
っ
た
後
も
、
生
活
が
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
１

〜
２
カ
月
間
は
、
病
棟
看
護
師
や
外
来
看
護
師
、

訪
問
看
護
師
と
密
に
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、

切
れ
目
の
な
い
連
携
に
努
め
て
い
ま
す
。

－石
山
さ
ん
を
中
心
と
し
た
切
れ
目
の
な
い
連
携
。

患
者
さ
ん
も
見
守
ら
れ
て
い
る
安
心
感
が
あ
る
で

し
ょ
う
ね
。

患
者
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
考
え
る

姿
勢
が
、
信
頼
を
生
む

－

ほ
か
に
、
患
者
さ
ん
と
の
関
わ
り
で
工
夫
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

菊
地
さ
ん
（
外
来
看
護
師
）
当
院
で
は
24
時
間

体
制
で
電
話
対
応
を
し
て
い
ま
す
が
、
体
重
増
加

や
む
く
み
に
関
す
る
こ
と
、
出
口
部
の
ト
ラ
ブ
ル
、

除
水
量
の
変
化
な
ど
の
相
談
を
い
た
だ
く
こ
と
が

多
い
で
す
ね
。
み
な
さ
ん
積
極
的
に
連
絡
を
く
だ

さ
る
お
か
げ
で
、
早
期
の
対
処
が
で
き
て
い
ま
す
。

室
谷
先
生

問
い
合
わ
せ
先
が
た
だ
用
意
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
く
、
科
全
体
と
し
て
、
患
者
さ

ん
が
電
話
を
し
や
す
い
空
気
が
作
ら
れ
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。

－

患
者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
が
し
っ
か
り
と
築
か

れ
て
い
る
の
で
す
ね
。

森
先
生

ま
た
、
体
重
変
動
の
大
き
い
方
や
管
理

が
難
し
い
患
者
さ
ん
に
は
、
こ
ち
ら
か
ら
電
話
を

入
れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
介
入
す

る
こ
と
で
状
態
の
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

菊
地
さ
ん

た
だ
、
設
立
当
初
は
私
た
ち
も
P
D

の
「
初
心
者
」
で
し
た
。
む
し
ろ
患
者
さ
ん
の
方

が
「
先
生
」
で
、
管
理
の
コ
ツ
な
ど
、
特
に
実
践

的
な
部
分
を
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
な
ん
だ
看
護
師
さ
ん
、
腹
膜
透
析
見
た
こ
と
な
い

の
か
、
見
せ
て
け
っ
ぞ
」
と
出
口
部
を
見
せ
て
も

ら
っ
た
り
、「
こ
こ
留
め
る
と
あ
ま
り
動
か
ね
ぇ
ぞ
」

と
テ
ー
プ
の
貼
り
方
を
教
わ
っ
た
り
。
そ
う
や
っ

て
得
た
知
識
を
、
今
度
は
他
の
患
者
さ
ん
の
指
導

に
活
か
す
と
い
う
こ
と
の
繰
り
返
し
で
し
た
。

松
浦
さ
ん
（
外
来
看
護
師
）
今
も
患
者
さ
ん
か

ら
教
わ
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
個
性
的
な
方

も
多
く
、
日
々
、
叱
咤
激
励
を
い
た
だ
き
な
が
ら

勉
強
し
て
い
る
状
態
で
す
ね
。

－服
薬
や
食
事
で
の
関
わ
り
は
い
か
が
で
す
か
。

宍
戸
さ
ん
（
薬
剤
師
）
高
齢
患
者
さ
ん
は
飲
ん

で
い
る
薬
の
数
も
多
い
の
で
、
病
室
を
訪
ね
て
薬

の
説
明
を
し
た
り
、
作
用
や
副
作
用
の
確
認
な
ど

森 建文 先生（教授）
地域連携の実現には、情報提供やデ
バイスの開発といったメーカーの協力
も 欠 か せませ ん。JMSの「ZERO
SYSTEM®」は、介護にも適した製品
だと思います。

石山 典子 さん（医療連携センター看護師）
患者さんだけでなくご家族もハッピー
になれるよう、地域全体で支え合える
方法を模索していきたいです。

衣笠 哲史 先生（講師）
実はPDは、「たくさんの人の関わりが
必要な医療」。連携次第で、得られる
効果は何倍にもなると感じています。

佐川 みゆきさん（看護科長）
技術的なことだけでなく、患者さんの
生活や人生にも配慮した指導をしてい
きたいと思います。
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思
い
や
り
が
作
り
上
げ
た
、

「
奇
跡
」
の
地
域
連
携

超高齢社会の到来、政府の在宅医療推進を背景に、近年、PDの役割が見直されて
います。ただ、地域連携の体制構築には現実的な課題も多く、各地で手探りの状態
が続いています。そのような中、2016年4月、東北医科薬科大学病院に腎臓内分泌
内科が設立、森教授を中心としたPD治療のトータルコミュニティーケア事業が進めら
れています。
未経験のスタッフがほとんどの中、わずか1年数カ月で高齢者PDの地域連携を軌道
に乗せた圧倒的なチーム力とは？ 「奇跡の連携」の実態に迫りました。

高
齢
者
P
D
と
向
き
合
う

〒983-8512
宮城県仙台市宮城野区福室 1-12-1
TEL. 022-259-1221

東北医科薬科大学病院
腎臓内分泌内科

HOSPITAL
REPORT

73

HOSPITAL DATA

病院１階のカフェスペース。

連携のとれたチーム。一体感と団結力が感じられる。

外来診察室は明るく柔らかい雰囲気。
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行
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
入
院
も
短
期
間
で
済
む

よ
う
に
な
り
ま
す
。

衣
笠
先
生

患
者
さ
ん
が
元
気
な
の
に
、
介
助
者

が
疲
弊
し
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

石
山
さ
ん

こ
の
先
、
高
齢
の
P
D
患
者
さ
ん

が
増
え
て
行
く
中
、
家
族
の
介
護
力
だ
け
で
は
い

ず
れ
限
界
が
く
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

そ
う
し
た
時
に
、
家
族
の
負
担
が
少
し
で
も
和
ら

ぐ
よ
う
、医
療
だ
け
で
な
く
、生
活
面
も
フ
ォ
ロ
ー

で
き
る
よ
う
に
、
地
域
全
体
で
支
え
合
っ
て
い
け

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

在
宅
で
の
看
取
り
を

実
現
す
る
た
め
に

－

そ
し
て
も
う
一
つ
、
高
齢
者
医
療
で
向
き
合
う

べ
き
テ
ー
マ
が
終
末
期
医
療
で
す
。
よ
く
、
患
者

さ
ん
が
在
宅
で
の
看
取
り
を
希
望
し
て
い
て
も
、

実
際
に
は
病
院
に
運
ば
れ
て
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
聞
き
ま
す
。

室
谷
先
生

実
は
、
在
宅
で
の
看
取
り
の
壁
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
合
併
症
の
「
心
不
全
」
な
ん

で
す
。
心
不
全
で
苦
し
く
な
る
と
結
局
は
病
院
へ

運
ば
れ
、
そ
の
ま
ま
帰
宅
で
き
ず
に
最
期
を
迎
え

る
。
し
か
し
、
在
宅
で
そ
の
苦
し
さ
が
緩
和
で
き

れ
ば
、
自
宅
で
看
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

森
先
生

仙
台
市
は
、
都
市
部
の
中
で
も
特
に
在

宅
で
の
看
取
り
を
希
望
す
る
人
が
多
い
地
域
だ
と

聞
き
ま
す
。
当
院
も
５
施
設
の
在
宅
医
と
連
携
を

し
、
在
宅
で
の
看
取
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
P
D
患
者
さ
ん
で
、
病
院
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
は
お
ら
ず
、
在
宅
で
の
看
取
り

が
叶
っ
て
い
ま
す
。

正
直
、
終
末
期
医
療
の
難
し
さ
か
ら
、
医
療
者
側

が
P
D
を
避
け
て
し
ま
う
部
分
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
導
入
の
段
階
か
ら
、
き
ち
ん
と
終
末
期

を
見
据
え
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
、
在
宅

医
や
訪
問
看
護
師
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
在

宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

衣
笠
先
生

腎
代
替
療
法
と
し
て
十
分
な
治
療
も

実
現
で
き
、
在
宅
で
の
終
末
期
医
療
の
一
つ
の
手

立
て
に
も
な
る
。
そ
の
柔
軟
性
は
P
D
の
大
き

な
魅
力
で
す
。

森
先
生

大
事
な
の
は
、
P
D
に
患
者
さ
ん
が

合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
患
者
さ
ん
の
生
き
方

や
生
活
に
P
D
を
合
わ
せ
る
」
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
ね
。

「
奇
跡
の
連
携
」は

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か

－

お
話
を
お
聞
き
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が

P
D
治
療
未
経
験
と
い
う
中
で
、
ほ
ん
の
1
年

数
カ
月
で
診
療
体
制
を
整
え
上
げ
、
な
お
も
発
展

を
遂
げ
て
い
る
。
ま
る
で
奇
跡
に
も
思
え
る
地
域

連
携
が
、
な
ぜ
実
現
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

森
先
生

や
は
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
の
力

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
、
新
た
な
課
題
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
意
識

が
強
い
。
そ
し
て
全
員
が
、
何
よ
り
も
患
者
さ
ん

の
「
生
活
の
質
」
を
優
先
し
よ
う
と
、
同
じ
方
向

を
向
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

室
谷
先
生

私
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
の
は
、

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、
患
者
さ
ん
や
家
族
を
リ

ス
ペ
ク
ト
（
尊
敬
）
し
て
い
る
点
で
す
。
し
か
も

職
種
間
で
も
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
る
か

ら
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、

情
報
も
行
き
交
う
。
決
し
て
最
初
か
ら
連
携
の
シ

ス
テ
ム
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
連
携
の
素

地
が
あ
る
人
達
」
が
い
て
、
そ
こ
か
ら
自
然
と
今

の
体
制
が
築
か
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
医
師
の
教
育
も
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
教
育

で
最
も
重
要
な
の
は
、
知
識
を
与
え
る
こ
と
で
は

な
く
、
学
習
す
る
「
マ
イ
ン
ド
」
を
持
た
せ
る
こ

と
で
す
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
高
い
志
を
持
っ
た
人

間
が
集
ま
っ
た
、本
当
に
恵
ま
れ
た
環
境
な
の
で
、

マ
イ
ン
ド
を
養
う
教
育
の
場
と
し
て
も
最
適
だ
と

感
じ
ま
す
。

衣
笠
先
生

あ
と
は
や
は
り
、
森
先
生
の
力
が
大

き
い
で
す
ね
。
高
齢
者
P
D
治
療
の
イ
メ
ー
ジ

像
が
頭
に
描
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
具
体
的
で
現
実
的
な
方
策
を
探
っ
て
い
る
。

病
院
や
介
護
施
設
な
ど
、地
域
の
環
境
を
把
握
し
、

社
会
保
障
制
度
な
ど
の
し
く
み
を
熟
知
し
、
協
力

と
活
用
の
手
立
て
を
考
え
る
。
一
方
で
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
地
道
な
挨
拶
回
り
を
欠
か

さ
ず
、
教
育
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
関
係
を
築
き
上
げ
る
。
そ
う
し
た
着
実
な

行
動
も
大
き
な
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

－

全
国
各
地
が
地
域
連
携
を
模
索
す
る
中
、
こ
の

チ
ー
ム
が
築
き
上
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
成
り

立
ち
も
含
め
て
、
ま
さ
に
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
い
え
ま
す
ね
。
地
域
連
携
の
牽
引
役
と
し
て
、

今
後
の
発
展
に
ま
す
ま
す
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

志を一つに
し、職種の

枠

を超え、み
んなで取り

組む

PD治療。
語る言葉

一つ

ひとつに、
患者さんの

人生

を第一に
考え、互い

を尊

重する「思
いやり」が

溢れ

ていました
。話を聞き

なが

ら、この連
携の輪の

中心

にいる患
者さんとご

家族

は幸せだな
と思いまし

た。

あとがき

宍戸 可成子 さん（薬剤師）
患者さんの生活に寄り添った薬の選択
を心がけ、服薬管理の負担を少しでも
減らせるように提案していきたいです。

室谷 嘉一 先生（准教授）
腎臓疾患とともに生活をしていく患者さ
んをいかにサポートし、プランニングする
かということを、みな常に考えています。

髙橋 澄香 さん（病棟看護師）
PDを「日常生活に加わった一つの事
柄」と捉えてもらえるような、負担軽減
につながるケアを心がけたいです。

中村 美恵子 さん（病棟看護師）
患者さんだけでなく、介助者の立場や
状況にも配慮しながら、なるべく負担を
かけないような指導を行っています。

松浦 早苗 さん（外来看護師）
これからも医療者としてのスキルを磨
き、いざという時に的確な判断が下せ
るように努めたいです。
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を
行
っ
た
り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

P
D
導
入
と
な
る
と
、
患
者
さ
ん
は
覚
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
十
数

種
類
の
服
薬
管
理
ま
で
行
う
の
は
か
な
り
負
担
が

大
き
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
な
る
べ
く
、

服
用
回
数
の
少
な
い
薬
に
変
更
し
た
り
、
用
法
を

合
わ
せ
た
り
し
て
、
少
し
で
も
管
理
面
で
の
負
担

を
減
ら
し
た
薬
剤
の
提
案
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

千
葉
さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）
食
事
に
関
し
て
は
、

病
院
食
の
薄
味
が
な
じ
ま
ず
、
食
欲
が
低
下
す
る

高
齢
患
者
さ
ん
も
多
い
の
で
、
栄
養
不
足
を
避
け

る
た
め
に
も
食
事
量
を
増
や
す
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
普
段
の
食
生
活
や
嗜
好
に
配
慮
し
な
が
ら
、

塩
分
量
も
あ
る
程
度
幅
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。

森
先
生

当
院
の
病
院
食
は
院
内
で
調
理
し
て
い

る
の
で
、
患
者
さ
ん
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

調
整
が
可
能
で
す
。
特
に
千
葉
さ
ん
は
病
棟
に
も

頻
繁
に
顔
を
出
し
て
く
れ
、
要
望
を
出
す
と
そ
の

通
り
に
作
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

－ま
る
で
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
す
ね
。

森
先
生

し
か
も
外
来
で
は
、
医
師
の
診
察
の
前

に
、
管
理
栄
養
士
が
指
導
を
行
い
ま
す
。
特
に
カ

リ
ウ
ム
や
リ
ン
に
つ
い
て
は
、
先
に
管
理
栄
養
士

が
検
査
結
果
を
見
て
食
事
指
導
を
し
、
足
り
な
い

部
分
を
、
医
師
が
薬
剤
を
処
方
し
て
補
う
と
い
う

流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。
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ྸ
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－高
齢
者
の
P
D
治
療
で
は
、
介
助
す
る
家
族
へ

の
配
慮
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

髙
橋
さ
ん
（
病
棟
看
護
師
）
導
入
時
は
、
ご
家

族
に
も
手
技
や
管
理
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
が
、
自
宅
に
帰
れ
ば
や
は
り
勝
手
が
違
い
ま
す

し
、
ご
家
族
の
精
神
的
、
身
体
的
な
負
担
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

佐
川
さ
ん

高
齢
患
者
さ
ん
で
は
、
介
助
者
も
高

齢
者
と
い
う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

時
は
理
解
度
に
合
わ
せ
て
、
な
る
べ
く
簡
単
な
管

理
方
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
で
多

忙
な
ご
家
族
に
は
、
土
日
な
ど
に
短
期
間
で
指
導

し
て
い
ま
す
ね
。

菊
地
さ
ん

外
来
で
は
、
ご
家
族
に
も
一
緒
に
処

置
室
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
お
腹
を
見
て
も
ら
い

ま
す
。
体
験
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
不
安

も
少
し
和
ら
ぐ
よ
う
で
す
。

髙
橋
さ
ん

た
だ
、
そ
れ
で
も
指
導
が
不
十
分
な

場
合
も
あ
る
の
で
、
や
は
り
訪
問
看
護
師
の
フ
ォ

ロ
ー
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

森
先
生

訪
問
看
護
師
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、

P
D
導
入
前
の
早
い
段
階
か
ら
連
携
の
輪
に

入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
院
内
で

行
っ
て
い
た
指
導
も
、
訪
問
看
護
師
が
在
宅
で

地域連携をいかしたトータルコミュニティーケア事業
（腎不全・心不全・透析連携構想）

在宅でありながら入院のような管理体制

東北医科薬科大学病院
腎臓病管理チーム

緊急電話連絡
メール・SNS・FAX

病院やクリニックから紹介を受け、地域連携により
腎不全・心不全・透析患者をトータルサポート

地域医療連携

在宅患者・家族

・医師
・看護師
・臨床工学技士

統括
スタッフ指導
データ管理
専門的な
腎臓病評価

腎臓内分泌内科 ・医師
・看護師
・臨床工学技士
・管理栄養士 など

医療連携センター

かかりつけ医
紹介医
在宅医
初期対応
終末期管理

患者

協力

๚໰

�〜�ϱ݄
ͷड਍

ඞཁ࣌
සճ਍ྍ

・看護師
・SW
在宅支援

リハビリテーション科
・医師
・看護師
・PT
筋力保持

栄養科
・管理栄養士

栄養保持

協力

協力

訪問看護ステーション・デイサービスなど
看護師、保健師、介護支援専門員、ホームヘルパー、
管理栄養士、運動療法士など
在宅介護支援

連携病院
クリニック
在宅医

家族

薬剤部
・薬剤師

協力

千葉 昭子 さん（管理栄養士）
患者さんやご家族の気持ちを尊重し、
その人なりの方法で食生活の改善が
できるように心がけたいです。

菊地 縁 さん（外来看護師）
患者さんのためにみんなが考えるPD
は、とても「あたたかい医療」だと思いま
す。一員でいられることが嬉しいです。

患者さんと家族を囲むように築かれた連携の輪。互いの密なコミュニケーションが求められる。

提供:森 建文 先生
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行
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
入
院
も
短
期
間
で
済
む

よ
う
に
な
り
ま
す
。

衣
笠
先
生

患
者
さ
ん
が
元
気
な
の
に
、
介
助
者

が
疲
弊
し
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

石
山
さ
ん

こ
の
先
、
高
齢
の
P
D
患
者
さ
ん

が
増
え
て
行
く
中
、
家
族
の
介
護
力
だ
け
で
は
い

ず
れ
限
界
が
く
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

そ
う
し
た
時
に
、
家
族
の
負
担
が
少
し
で
も
和
ら

ぐ
よ
う
、医
療
だ
け
で
な
く
、生
活
面
も
フ
ォ
ロ
ー

で
き
る
よ
う
に
、
地
域
全
体
で
支
え
合
っ
て
い
け

る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

在
宅
で
の
看
取
り
を

実
現
す
る
た
め
に

－

そ
し
て
も
う
一
つ
、
高
齢
者
医
療
で
向
き
合
う

べ
き
テ
ー
マ
が
終
末
期
医
療
で
す
。
よ
く
、
患
者

さ
ん
が
在
宅
で
の
看
取
り
を
希
望
し
て
い
て
も
、

実
際
に
は
病
院
に
運
ば
れ
て
亡
く
な
る
ケ
ー
ス
が

多
い
と
聞
き
ま
す
。

室
谷
先
生

実
は
、
在
宅
で
の
看
取
り
の
壁
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
合
併
症
の
「
心
不
全
」
な
ん

で
す
。
心
不
全
で
苦
し
く
な
る
と
結
局
は
病
院
へ

運
ば
れ
、
そ
の
ま
ま
帰
宅
で
き
ず
に
最
期
を
迎
え

る
。
し
か
し
、
在
宅
で
そ
の
苦
し
さ
が
緩
和
で
き

れ
ば
、
自
宅
で
看
取
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

森
先
生

仙
台
市
は
、
都
市
部
の
中
で
も
特
に
在

宅
で
の
看
取
り
を
希
望
す
る
人
が
多
い
地
域
だ
と

聞
き
ま
す
。
当
院
も
５
施
設
の
在
宅
医
と
連
携
を

し
、
在
宅
で
の
看
取
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
今
の
と
こ
ろ
P
D
患
者
さ
ん
で
、
病
院
で

亡
く
な
ら
れ
た
方
は
お
ら
ず
、
在
宅
で
の
看
取
り

が
叶
っ
て
い
ま
す
。

正
直
、
終
末
期
医
療
の
難
し
さ
か
ら
、
医
療
者
側

が
P
D
を
避
け
て
し
ま
う
部
分
も
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
導
入
の
段
階
か
ら
、
き
ち
ん
と
終
末
期

を
見
据
え
た
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
し
、
在
宅

医
や
訪
問
看
護
師
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
在

宅
で
最
期
を
迎
え
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
す
。

衣
笠
先
生

腎
代
替
療
法
と
し
て
十
分
な
治
療
も

実
現
で
き
、
在
宅
で
の
終
末
期
医
療
の
一
つ
の
手

立
て
に
も
な
る
。
そ
の
柔
軟
性
は
P
D
の
大
き

な
魅
力
で
す
。

森
先
生

大
事
な
の
は
、
P
D
に
患
者
さ
ん
が

合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、「
患
者
さ
ん
の
生
き
方

や
生
活
に
P
D
を
合
わ
せ
る
」
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
ね
。

「
奇
跡
の
連
携
」は

ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
た
の
か

－

お
話
を
お
聞
き
し
、
ス
タ
ッ
フ
の
ほ
と
ん
ど
が

P
D
治
療
未
経
験
と
い
う
中
で
、
ほ
ん
の
1
年

数
カ
月
で
診
療
体
制
を
整
え
上
げ
、
な
お
も
発
展

を
遂
げ
て
い
る
。
ま
る
で
奇
跡
に
も
思
え
る
地
域

連
携
が
、
な
ぜ
実
現
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

森
先
生

や
は
り
、
ス
タ
ッ
フ
一
人
ひ
と
り
の
力

が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
み
な
、
新
た
な
課
題
を

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
、
解
決
し
よ
う
と
す
る
意
識

が
強
い
。
そ
し
て
全
員
が
、
何
よ
り
も
患
者
さ
ん

の
「
生
活
の
質
」
を
優
先
し
よ
う
と
、
同
じ
方
向

を
向
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

室
谷
先
生

私
が
素
晴
ら
し
い
と
感
じ
る
の
は
、

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
が
、
患
者
さ
ん
や
家
族
を
リ

ス
ペ
ク
ト
（
尊
敬
）
し
て
い
る
点
で
す
。
し
か
も

職
種
間
で
も
互
い
に
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
る
か

ら
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、

情
報
も
行
き
交
う
。
決
し
て
最
初
か
ら
連
携
の
シ

ス
テ
ム
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
連
携
の
素

地
が
あ
る
人
達
」
が
い
て
、
そ
こ
か
ら
自
然
と
今

の
体
制
が
築
か
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
医
師
の
教
育
も
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
教
育

で
最
も
重
要
な
の
は
、
知
識
を
与
え
る
こ
と
で
は

な
く
、
学
習
す
る
「
マ
イ
ン
ド
」
を
持
た
せ
る
こ

と
で
す
。
こ
の
チ
ー
ム
は
、
高
い
志
を
持
っ
た
人

間
が
集
ま
っ
た
、本
当
に
恵
ま
れ
た
環
境
な
の
で
、

マ
イ
ン
ド
を
養
う
教
育
の
場
と
し
て
も
最
適
だ
と

感
じ
ま
す
。

衣
笠
先
生

あ
と
は
や
は
り
、
森
先
生
の
力
が
大

き
い
で
す
ね
。
高
齢
者
P
D
治
療
の
イ
メ
ー
ジ

像
が
頭
に
描
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た

め
の
具
体
的
で
現
実
的
な
方
策
を
探
っ
て
い
る
。

病
院
や
介
護
施
設
な
ど
、地
域
の
環
境
を
把
握
し
、

社
会
保
障
制
度
な
ど
の
し
く
み
を
熟
知
し
、
協
力

と
活
用
の
手
立
て
を
考
え
る
。
一
方
で
、
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
地
道
な
挨
拶
回
り
を
欠
か

さ
ず
、
教
育
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
な
が
ら
、
少

し
ず
つ
関
係
を
築
き
上
げ
る
。
そ
う
し
た
着
実
な

行
動
も
大
き
な
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。

－

全
国
各
地
が
地
域
連
携
を
模
索
す
る
中
、
こ
の

チ
ー
ム
が
築
き
上
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
成
り

立
ち
も
含
め
て
、
ま
さ
に
一
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
い
え
ま
す
ね
。
地
域
連
携
の
牽
引
役
と
し
て
、

今
後
の
発
展
に
ま
す
ま
す
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

志を一つに
し、職種の

枠

を超え、み
んなで取り

組む

PD治療。
語る言葉

一つ

ひとつに、
患者さんの

人生

を第一に
考え、互い

を尊

重する「思
いやり」が

溢れ

ていました
。話を聞き

なが

ら、この連
携の輪の

中心

にいる患
者さんとご

家族

は幸せだな
と思いまし

た。

あとがき

宍戸 可成子 さん（薬剤師）
患者さんの生活に寄り添った薬の選択
を心がけ、服薬管理の負担を少しでも
減らせるように提案していきたいです。

室谷 嘉一 先生（准教授）
腎臓疾患とともに生活をしていく患者さ
んをいかにサポートし、プランニングする
かということを、みな常に考えています。

髙橋 澄香 さん（病棟看護師）
PDを「日常生活に加わった一つの事
柄」と捉えてもらえるような、負担軽減
につながるケアを心がけたいです。

中村 美恵子 さん（病棟看護師）
患者さんだけでなく、介助者の立場や
状況にも配慮しながら、なるべく負担を
かけないような指導を行っています。

松浦 早苗 さん（外来看護師）
これからも医療者としてのスキルを磨
き、いざという時に的確な判断が下せ
るように努めたいです。
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を
行
っ
た
り
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

P
D
導
入
と
な
る
と
、
患
者
さ
ん
は
覚
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
十
数

種
類
の
服
薬
管
理
ま
で
行
う
の
は
か
な
り
負
担
が

大
き
い
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ
こ
で
な
る
べ
く
、

服
用
回
数
の
少
な
い
薬
に
変
更
し
た
り
、
用
法
を

合
わ
せ
た
り
し
て
、
少
し
で
も
管
理
面
で
の
負
担

を
減
ら
し
た
薬
剤
の
提
案
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

千
葉
さ
ん
（
管
理
栄
養
士
）
食
事
に
関
し
て
は
、

病
院
食
の
薄
味
が
な
じ
ま
ず
、
食
欲
が
低
下
す
る

高
齢
患
者
さ
ん
も
多
い
の
で
、
栄
養
不
足
を
避
け

る
た
め
に
も
食
事
量
を
増
や
す
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
普
段
の
食
生
活
や
嗜
好
に
配
慮
し
な
が
ら
、

塩
分
量
も
あ
る
程
度
幅
を
も
た
せ
て
い
ま
す
。

森
先
生

当
院
の
病
院
食
は
院
内
で
調
理
し
て
い

る
の
で
、
患
者
さ
ん
の
状
態
や
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

調
整
が
可
能
で
す
。
特
に
千
葉
さ
ん
は
病
棟
に
も

頻
繁
に
顔
を
出
し
て
く
れ
、
要
望
を
出
す
と
そ
の

通
り
に
作
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

－ま
る
で
テ
ー
ラ
ー
メ
イ
ド
で
す
ね
。

森
先
生

し
か
も
外
来
で
は
、
医
師
の
診
察
の
前

に
、
管
理
栄
養
士
が
指
導
を
行
い
ま
す
。
特
に
カ

リ
ウ
ム
や
リ
ン
に
つ
い
て
は
、
先
に
管
理
栄
養
士

が
検
査
結
果
を
見
て
食
事
指
導
を
し
、
足
り
な
い

部
分
を
、
医
師
が
薬
剤
を
処
方
し
て
補
う
と
い
う

流
れ
が
で
き
て
い
ま
す
。
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－高
齢
者
の
P
D
治
療
で
は
、
介
助
す
る
家
族
へ

の
配
慮
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

髙
橋
さ
ん
（
病
棟
看
護
師
）
導
入
時
は
、
ご
家

族
に
も
手
技
や
管
理
方
法
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
が
、
自
宅
に
帰
れ
ば
や
は
り
勝
手
が
違
い
ま
す

し
、
ご
家
族
の
精
神
的
、
身
体
的
な
負
担
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。

佐
川
さ
ん

高
齢
患
者
さ
ん
で
は
、
介
助
者
も
高

齢
者
と
い
う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

時
は
理
解
度
に
合
わ
せ
て
、
な
る
べ
く
簡
単
な
管

理
方
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
仕
事
で
多

忙
な
ご
家
族
に
は
、
土
日
な
ど
に
短
期
間
で
指
導

し
て
い
ま
す
ね
。

菊
地
さ
ん

外
来
で
は
、
ご
家
族
に
も
一
緒
に
処

置
室
に
入
っ
て
い
た
だ
き
、
お
腹
を
見
て
も
ら
い

ま
す
。
体
験
す
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
不
安

も
少
し
和
ら
ぐ
よ
う
で
す
。

髙
橋
さ
ん

た
だ
、
そ
れ
で
も
指
導
が
不
十
分
な

場
合
も
あ
る
の
で
、
や
は
り
訪
問
看
護
師
の
フ
ォ

ロ
ー
は
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

森
先
生

訪
問
看
護
師
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
、

P
D
導
入
前
の
早
い
段
階
か
ら
連
携
の
輪
に

入
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
院
内
で

行
っ
て
い
た
指
導
も
、
訪
問
看
護
師
が
在
宅
で

地域連携をいかしたトータルコミュニティーケア事業
（腎不全・心不全・透析連携構想）

在宅でありながら入院のような管理体制

東北医科薬科大学病院
腎臓病管理チーム

緊急電話連絡
メール・SNS・FAX

病院やクリニックから紹介を受け、地域連携により
腎不全・心不全・透析患者をトータルサポート

地域医療連携

在宅患者・家族

・医師
・看護師
・臨床工学技士

統括
スタッフ指導
データ管理
専門的な
腎臓病評価

腎臓内分泌内科 ・医師
・看護師
・臨床工学技士
・管理栄養士 など

医療連携センター

かかりつけ医
紹介医
在宅医
初期対応
終末期管理

患者

協力

๚໰

�〜�ϱ݄
ͷड਍

ඞཁ࣌
සճ਍ྍ

・看護師
・SW
在宅支援

リハビリテーション科
・医師
・看護師
・PT
筋力保持

栄養科
・管理栄養士

栄養保持

協力

協力

訪問看護ステーション・デイサービスなど
看護師、保健師、介護支援専門員、ホームヘルパー、
管理栄養士、運動療法士など
在宅介護支援

連携病院
クリニック
在宅医

家族

薬剤部
・薬剤師

協力

千葉 昭子 さん（管理栄養士）
患者さんやご家族の気持ちを尊重し、
その人なりの方法で食生活の改善が
できるように心がけたいです。

菊地 縁 さん（外来看護師）
患者さんのためにみんなが考えるPD
は、とても「あたたかい医療」だと思いま
す。一員でいられることが嬉しいです。

患者さんと家族を囲むように築かれた連携の輪。互いの密なコミュニケーションが求められる。

提供:森 建文 先生
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海との共生を再認識する「復興の象徴」
仙台うみの杜水族館
今回は、東日本大震災の被災地に2015年にオープンした水族館を訪問。海とと
もに生き、力強く未来へと向かっていこうとする東北の姿が感じられました。
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私
た
ち
の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
た
、
東
日
本
大
震

災
の
惨
禍
。
か
さ
上
げ
さ
れ
た
土
地
に
建
つ
「
仙
台

う
み
の
杜
水
族
館
」
は
、
し
ば
し
ば
「
復
興
を
象
徴

す
る
水
族
館
」
と
例
え
ら
れ
ま
す
。

「
東
日
本
大
震
災
は
、『
海
＝
怖
い
も
の
』
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
私
た
ち
に
植
え
つ
け
ま
し
た
。で
も
、や
っ

ぱ
り
海
は
、
私
た
ち
の
生
活
と
切
っ
て
も
切
り
離
せ

な
い
も
の
な
ん
で
す
」

そ
う
話
す
の
は
、
広
報
担
当
の
西
岡
真
佳
さ
ん
。

彼
女
の
言
葉
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
に
、
館
内
に
は
、

た
だ
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
に
留
ま
ら
な
い
、
海

と
人
の
つ
な
が
り
を
伝
え
る
覚
悟
が
う
か
が
え
ま

す
。例

え
ば
館
内
を
入
っ
て
す
ぐ
の
頭
上
に
広
が
る
水

槽
。
こ
れ
は
、宮
城
県
が
水
揚
げ
日
本
一
を
誇
る「
ほ

や
」
の
一
種
、「
マ
ボ
ヤ
」
の
養
殖
を
再
現
し
た
も

の
で
す
。
ま
る
で
海
底
か
ら
見
上
げ
た
よ
う
な
マ
ボ

ヤ
の
姿
に
は
静
か
な
迫
力
が
あ
り
、
宮
城
県
の
水
産

業
の
一
つ
を
支
え
る
柱
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

圧
巻
な
の
は
、
三
陸
の
海
を
再
現
し
た
展
示
「
い

の
ち
き
ら
め
く
う
み
」
で
す
。
幅
14
メ
ー
ト
ル
、

水
深
7・5
メ
ー
ト
ル
の
巨
大
な
水
槽
に
は
三
陸
の

魚
た
ち
が
泳
ぎ
、
太
陽
の
光
を
浴
び
て
キ
ラ
キ
ラ
と

輝
く
マ
イ
ワ
シ
の
大
群
は
、
目
を
奪
わ
れ
る
美
し
さ

で
す
。

「
す
ぐ
そ
こ
」
の
海
に
生
き
る
銀
色
の
魚
た
ち
は

決
し
て
派
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
生
き
物
の
リ
ア

ル
な
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
、
不
謹
慎
な
が
ら
も
「
お
い

し
そ
う
…
…
」
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま
す
。

「
そ
う
お
っ
し
ゃ
る
方
も
よ
く
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ

は
私
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も
あ
り
が
た
い
褒
め
言

葉
で
す
」（
西
岡
さ
ん
）。

時
に
は
、
マ
イ
ワ
シ
が
他
の
魚
に
食
べ
ら
れ
る
光

景
も
。
で
も
、
そ
れ
も
自
然
の
生
態
系
の
一
つ
だ
と

西
岡
さ
ん
は
い
い
ま
す
。

命
の
き
ら
め
き
と
逞
し
さ
に
溢
れ
る
、
偉
大
な
る

海
。
そ
れ
を
鮮
や
か
に
切
り
取
っ
た
「
仙
台
う
み
の

杜
水
族
館
」
は
、
私
た
ち
の
日
々
の
暮
ら
し
の
隣
に

は
海
が
あ
り
、
そ
の
恵
み
を
存
分
に
受
け
て
い
る
こ

と
を
、あ
ら
た
め
て
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
の
で
し
た
。

❶三陸の海を再現した巨大水槽は、屋根がなく太陽光が降り注ぐ構造に。
❷ロープに付着したマボヤ。見上げるタイプの展示が楽しい。
❸白を基調とした清潔感のある外観。
❹今夏からは新たにプロジェクションマッピングを導入、「映像」×「音」×「い
きもの」で新たな魅力と感動を伝える。

CAPDバッグ交換に利用
できるスペースがあります。
ご利用の場合はスタッフ
にお声がけください。

CAPDバッグ
交換について

sendai
2017 Summer

宮城県
×

仙台市宮城野区

にっぽん漫遊

仙台うみの杜水族館
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★仙台うみの杜水族館
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腹膜透析患者さんの適切な食塩摂取量（g/日）は、
PD除水量（L）×7.5＋尿量（L）×5とされています。従っ

て、ほぼ全例の患者さんに食塩制限が必要です。小さじ1杯の
食塩には6gの食塩が含まれていますので、無尿であれば、これ
が1日に使用して良い食塩量となります。小さじ1杯のうすくち醤
油には1gの食塩が含まれています。
塩分の多く含まれている食品は、うめぼし15g（うち塩分10g）、
塩サケ60g（2.1g）、ラーメン[カップラーメン1個（5.1g）、醤油ラー
メン1食（10.2g）]、そば1食（2.0g）、うどん１食（3.9g）、握り寿司1
食（約4.1g）などです。レモン、酢、ニンニク、とうがらし、わさび、
胡椒、山椒などの香辛料を上手に使用し、焼き物、揚げ物など
は調理したてで熱い状態であれば、塩分がなくても美味しく召し
上がれると思います。
毎朝、PD排液後（尿の出る方は排尿後）かつ朝食前に、同じ着
衣（パジャマなど）で体重測定をし、理想体重から＋2kg以内とな
るように過ごしましょう。それ以上であれば、塩分摂取が多すぎる
と思ってください。

A

食 事 中 のリン 含 有 量 は1日1,000～
2,000mgであり、その60％が腸から吸収さ

れます。リンは尿と便から排泄されますが、腹膜透
析では1日300mg程度しか取り除くことができない
ので、高リン血症を生じやすいのです。
高リン血症があると、
①リンとカルシウムがくっつき異所性石灰化を引き
起こし、動脈硬化を増悪します。
②副甲状腺ホルモンの産生増加につながり、骨が
もろくなる可能性があります。
③血管の平滑筋細胞を骨細胞に変化させたり、
骨よりFGF-23の産生を促し心血管病の発症に関
与します。

リンを多く含む食品には、乳製品、肉、魚、干物、肉
加工食品、食品添加物（スナック菓子、インスタント
ラーメン、コーラなどの清涼飲料水に含まれる添加
物）があります。特に、食品添加物に含まれる無機
リンは、吸収率が90％以上と高いので避けるべき
です。
リンは、たんぱく質1gあたりに約15 mg含まれてい
ますが、たんぱく質をすべて制限する事は低栄養
につながり、お勧めできません。干物、ソーセ－ジ、
食品添加物などは避けていただき、それでも高リン
血症のある方は体に吸収されるリンを減らすリン吸
着薬でコントロールします。

皆さんからの様々な質問にドクターがお答えします。

監修：水入 苑生 先生
（医療法人 一陽会 原田病院
顧問／腎臓内科 科長）

&
PDライフ

Q A
なるほど！

A

Question02

低リン食をと言われます
が、何故気を付けなければ
ならないのでしょうか。

Q

Question01

Q

「塩分の取り過ぎに注意しましょう
｣ と言われました。どのような食
品に塩分が多く含まれているので
しょうか。また日常的にどんなこと
に気を付けたら良いのでしょうか。
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監修：水入 苑生 先生
（医療法人 一陽会 原田病院
顧問／腎臓内科 科長）

&
PDライフ

Q A
なるほど！

A

Question02

低リン食をと言われます
が、何故気を付けなければ
ならないのでしょうか。

Q

Question01

Q

「塩分の取り過ぎに注意しましょう
｣ と言われました。どのような食
品に塩分が多く含まれているので
しょうか。また日常的にどんなこと
に気を付けたら良いのでしょうか。
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●問題

A B C D E F G H
解 答 欄

『パイレーツ・オブ・カリビアン』のジャック・スパロウ役でお馴染み。
その時の状況に応じ、素早く判断して動くこと。
『国家論』『友情論』などの著作を生んだ、古代ローマ随一の政治家・
哲学者。

なぜか時代劇の悪徳商人のイメージが強い、日本の代表的な屋号。
サッカーなどの球技で、最初の攻撃者を決定する方法。
「フェザー」は羽根、「ダウン」は？
◯◯◯智子、◯◯◯義夫といえば？
事がうまく運ぶために、前もって手順をととのえること。
必須ミネラルの一つで、体の代謝を支える栄養素。透析患者さんは
摂りすぎに注意！

今いる世界とは別の空間のこと。

自分自身に失望すること。やけ。
夜、気温が急に下がること。
心理療法の一種。物事の捉え方を修正していく◯◯◯◯◯◯◯療法。
ワインを移し替える時に使う、花瓶に似たガラス製の容器。
後でまとめてお店に払います。
キリスト教の一派。
クロスワードを解くなら、豊富な方が有利です。
日本には3,000を超える数があるとか。海の安全を見守ります。
覆い隠すもの。遮って見えないようにするもの。
修道士を英語でいうと？
実験・観察が楽しい、夏休みの自由研究の定番科目といえば？
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19

20

2017年10月からスタートするNHK連続
テレビ小説『わろてんか』の主人公、藤岡て
んの父親役をつとめる実力派俳優。
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皆さんのご感想や
作品を募集しています

「にっぽん漫遊に紹介された場所に行ってきました」
「掲載された料理を作ってみました」や、「私のお勧め
料理」などお便りお待ちしています。できれば写真も
一緒にあればいいですね！ また、写真や絵画、手芸、
模型、フラワーアレンジなど、ご自身で制作されたも
のならなんでもOKです。応募いただいた作品は
「VIVID」誌上もしくはホームページ上で、選考の上ご
紹介させていただきます。

投稿方法
綴じ込みはがき、または封書に文章や簡単な絵を描いて
お送り下さい。スマートフォンやパソコンでのご投稿は、メー
ルアドレス pub-iyakuhin@jms.cc（容量5MB未満）ま
でお送りください。

●送付先 〒140-0013
東京都品川区南大井１丁目13番5号 新南大井ビル
株式会社ジェイ・エム・エス
びびっど倶楽部係

●締 切 特にありませんので、随時お送り下さい。
※応募いただいた作品の返却及び匿名希望の方は、応募時
にその旨をお知らせください。
※VIVIDに掲載された方には、VIVIDからささやかな粗品をご用
意しております。

このコーナーでは、読者の皆さまからの
お便りや作品をご紹介します

倶楽部初めて雑誌（76号）を拝見しました。
連載「ホスピタルレポート」で、偶然にも私
が入院している草津総合病院、そして主治
医の西尾利樹先生が紹介されており、大
変びっくりいたしました。
PD患者さんに対する病院の取り組みを知
り、私も患者として、西尾先生に治してい
ただいている一人として、大変心強く思い
ました。
「心の通う医療」をモットーに、日夜親切に
看護してくださるスタッフの皆さまには、感
謝してもしつくせません。
西尾先生、これからも医療の先端を走り、
私たち患者をお救いください。
ミヨチャン（滋賀県草津市）

入院先の病院と主治医の先生が掲載
されていたとのこと、ハガキの文面か
らも驚きが伝わってまいりました。先生
やスタッフの皆さんが発する言葉に、
いつもとは違う一面が発見できたので
はないでしょうか。
「ホスピタルレポート」では、患者さん
にはなかなか見えない医療者の志を
ご紹介することで、少しでも皆さんに
「一緒に歩む味方がいること」を感じて
いただきたいと思っております。これか
らもどうぞ楽しみにしてください。

t

Vivid Club

80号の特集「リンとうまく付き合うた
めのヒント」を面白く拝見しました。6月
に東京で開催された「日本抗加齢医学
会総会」でも、「リン、特に無機リンの摂
取は老化に通じる」といった内容のプ
レゼンテーションがあり、リンの摂取に
関してはとても興味があります。
さかい♡ひできさん（長崎県長崎市）

t

無機リンの摂取については、近年、様々な視
点から議論がされているようですね。リンの
摂取を抑えるならば、無機リンが含まれる食
品添加物入りの加工食品は控えたほうが無
難ですが、とはいえ、生活スタイルや料理の好
みなど、それぞれの事情もあるかと思います。
食という「人生の大切な楽しみ」を失わない程
度に、工夫しながらリンと付き合っていけると
いいですね。
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※VIVIDに採用させていただいた方には、記念品を差し上げます。皆様のお便りをお待ちしています。
※医学的な質問に対してはお答えできませんので、ご了承願います。

本誌『VIVID（びびっど）』に対するご意見・ご要望

ご記入ありがとうございました。

「びびっど倶楽部」へのご投稿

「お食事Q&A」←毎日のお食事についてご質問があればお書きください。

『VIVID（びびっど）』の今後の配送は不要です。

ご質問等がありましたら、下記の項目に 印を
つけた上でご自由にご記入ください。




